
㉓ポリカーボネイトパネル等を活用した暖房手法効率化と
環境負荷軽減効果実証プロジェクト（実証地：茨城県）

○家庭用給湯器を活用した低コスト温室暖房の確立

実証の目標

実証の背景と課題

○施設園芸の暖房コストを低減させるには、導入コスト及びランニングコスト
が安い暖房設備が必要

○家庭用給水器の複数台設置とポリカーボネイトパネルによる太陽熱利用とを
組み合わせた効率的な温室暖房の検証が有意義

○重油ボイラーの代わりに家庭用給湯器「ぬくぬく暖太」を複数台設置したハ
ウスの加温システムの確立

○家庭用給水器とポリカーボネイトパネルによる太陽熱利用を組み合わせた効
率的な温室暖房を検証しデータを提供

実証したシステムの概要

実証された効果の例（2haの施設園芸経営での事例）

ハウス内の様子と配管家庭用給湯器によるハウスの加温

○農業向け重油ボイラーに比べ導入コストを53%削減（重油ボイラー3,000千円
⇒1,400千円）

○農業向け重油ボイラーに比べ冬期の暖房にかかるランニングコストを35%削減
（重油1,000千円⇒LPガス650千円）
（利用料：ほ場規模により異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご連絡下

さい。）

○全国的に販売を展開（施設規模に応じ受注販売）
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：カンプロ株式会社
電話番号：029-247-1100
http://www.kanpro-gas.co.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：(株)Tedy
経済界：カンプロ(株)
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㉔ポパイ応援隊（元気なホウレンソウ生産組合）
（実証地：茨城県）

○無加温の多棟パイプハウスへ安価な遠隔自動潅水制御システムを提供

実証の目標

実証の背景と課題

○無加温パイプハウスのほうれん草栽培では、潅水条件（夏場は朝夕2回の水
まきにより冬場の約倍の労力）により、栽培面積が制限

○加温ハウスに比べ投資可能額が低い無加温パイプハウスでも導入できる潅水
設備が必要

○無加温の多棟パイプハウスにおいて、安価に一元管理が可能な遠隔自動潅水
制御システム「スマートガードナー」を開発

○併せて、自動遮光カーテン、ミストファン、スマホ連携管理システムなどの
導入効果も把握

実証したシステムの概要

実証された効果の例（3haの露地野菜経営での事例）
無加温パイプハウス内での灌水制御潅水制御装置「スマートガーデナー」

○無加温パイプハウスでの散水自動化による夏場の栽培面積の増加により、ほう
れん草の年間売上が70%増加

○年間約1千万円の生産者所得の増加となり、設備コストは1年で回収可能
（利用料：ほ場規模により異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご連絡下

さい。）

○全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社オネスト
電話番号：03-5689-5901
https://www.honest.co.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：田口農園
経済界：(株)オネスト
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㉕統合型環境制御コンソーシアム（実証地：埼玉県）

○施設葉菜栽培での統合型環境制御システムの開発

実証の目標

実証の背景と課題
○現行の施設園芸の環境制御システムは、温度・湿度・CO2濃度がそれぞれ独

立した制御であり、施設内の総合的な環境を考慮した同時制御が必要
○現行の独立型の制御はあらかじめ設定された値を基にした制御であり、それ

ぞれの制御にタイムラグが発生。施設内の最適環境にはタイムラグを解消す
る統合型の予測制御が必要

○葉菜類の施設栽培で、３大環境値（温度、湿度、CO2）を従来の独立型の制
御から統合した制御に進化させたシステムを開発

○ビッグデータによる予測制御を行い、事前に環境制御値をなめらかに合わせ
こみ、負荷が少ない最適コストを実現するシステムを開発

実証したシステムの概要

実証された効果の例（1.5haの施設園芸経営での事例）

統合システムの管理画面施設葉菜栽培の様子

○統合型環境制御で、より最適な施設環境を実現し、収量が30%増加
○計画的な生産が可能となり、作業効率が向上することで人件費20%削減

（利用料：ほ場規模などにより異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご連
絡下さい。）

○全国的に販売を展開（品種・規模に応じ受注販売）
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：イワタニアグリグリーン株式会社
電話番号：03-5687-0751
https://www.agri-g.co.jp/index.html

コンソーシアムの代表 農業界： (株)クレオ
経済界：岩谷産業(株)
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㉖気象変動対応型コンソーシアム
（実証地：千葉県）

○低コストミストによる夏場の高温化防止及び冬季の低湿度障害防止の実現と
その普及等

実証の目標

実証の背景と課題
○水道水圧による濡れない低コスト・ミストによる気化熱冷却・加湿装置(農

業用すずミスト）は実用化されているが、限られた循環扇でしか使えないと
いった制約があり、普及に障害

○実証時点でマルハナバチの活動量を把握するシステムはない。

○一般的に普及している循環扇用の改良型の低コストミスト装置（農業用すず
ミスト）を提供することで、夏場の高温化及び冬季の低湿度障害防止の普及
を実現

○マルハナバチの活動をセンサーにより見える化し、マルハナバチの活動量か
ら、農業資材（植物調整剤等）の最適化を実現

実証したシステムの概要

○低コストミスト装置及びマルハナバチの活動量把握による適切な管理により、
平成30年度（収穫9月～翌年6月）のトマトの総収穫量は、事業開始前の収穫
量に比べて40％増加 （導入コスト：材工で80-150万/反、既設設備やオプション

によって金額は変わります）
○マルハナバチの活動量把握により、人件費のかかるホルモン処理を終了する指

標として活用し、安定した着果を実現

○トマト栽培の高温・乾燥防止対策として、「すずミスト」を個人・小規模生
産者から大型農業法人の高軒温室に対して、全国的に普及・販売中

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社環境デザインラボ
電話番号：050-5873-0409
http://ecology-lab.co.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：(有)さかき
経済界：(株)環境デザインラボ

実証された効果の例

低コストミスト装置「すずミスト」 マルハナバチセンサー マルハナバチの活動
（見える化イメージ）
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㉗高溶存酸素ファインバブル水を用いた養液土耕栽培コ
ンソーシアム（実証地：静岡県）

○「高溶存酸素ファインバブル水」を用いたトマトの活性コントロールを行う
養液土耕栽培手法の確立

実証の目標

実証の背景と課題

○トマトの越冬長期栽培（夏定植、秋～春収穫）において、根部分が活性する
高溶存酸素ファインバブル水の潅水により全体として樹勢は向上するが、気
候の変わり目の樹勢衰弱を回復させることが課題となっている。

○栽培環境の変化に応じて潅水・施肥を調整し、年間を通じて収量を安定させ
る技術が必要

○根部分を活性させ樹勢を向上させる「高溶存酸素ファインバブル水」を用い
、気候の変わり目においてもトマトの活性コントロールを行うことのできる
養液土耕栽培手法を確立

○環境データ（溶存酸素量、日射量、気中・土中温度、水温、土中水分、気中
湿度等）をセンシングし潅水や施肥を制御するシステムを提供

実証したシステムの概要

実証された効果の例（4haの施設園芸経営での事例）
高溶存酸素ファインバブル水生成装置潅水制御装置

○契約販売用Lサイズの収量が1シーズン（半年）で25%増加
○全体の収量も1シーズン11%増加し、農業者の売上が76万円/10a増加

（価格：ほ場規模により仕様が異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご
連絡下さい。）

○全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名： IDEC株式会社 部署名：グリーンソリューション事業部
電話番号：06-7668-5005
http://jp.idec.com/agri/IDECfarming.html

コンソーシアムの代表 農業界： (株)モスファーム・サングレイス
経済界： IDECシステムズ＆コントロールズ(株)
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㉘Ｘハウス～豊田市 農経界連携トマトプロジェクト
（実証地：愛知県）

○低コスト、高強度であり、かつ環境制御機能を備えたユニットハウスの開発

実証の目標

実証の背景と課題

○現行の施設園芸用のハウスは、ほ場面積に応じてオーダーメイドで製作され
るため、設計コストなどが高額で一般農業者向けの低コスト化が課題

○したがって、規格化されたユニット方式に環境制御機能がセットになった低
コストハウスの開発が必要

○施設園芸用のハウスを規格化し、導入する農業者のほ場面積・形状に応じて
組み合わせることで、設計コストを削減

○高強度パイプを使用し、環境制御機能を有する低コストで高収量（30a／
10a）のユニットハウス「ドリームフィールド」を開発

実証したシステムの概要

実証された効果の例（0.3haの施設園芸経営での事例）

低コストユニットハウス「ドリームフィールド」

○同面積のオランダ型ハイスペック施設に比べ導入コストを60%削減
（オランダ型：1.2億円⇒実証ハウス：4,700万円）
○10aあたり30t収穫を目指す技術指導と併せて導入することで、施設導入に係る

減価償却費を含め、導入初年度から経営者の年収550万円を実現
（利用料：ほ場規模により異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご連絡下

さい。）

○全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：イノチオアグリ株式会社 ※低コストハウス「ドリームフィールド」
電話番号：0532-48-4511
https://www.ishiguro.co.jp/info/201904/post-182.html

コンソーシアムの代表 農業界：大橋園芸
経済界：シーアイマテックス(株)

（イノチオアグリ（株））

環境制御システム
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